
学校番号 412 

令和２年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 2単位 年次 1 年次 

使用教科書 トゥッティＴutti(教育出版) 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「歌うこと」「楽器を演奏すること」「音楽をつくること」「音楽を聴くこと」の４つの分野を 

 年間通して学習します。 

・学習の到達度は、授業で配布するワークシートや実技テストで評価します。 

・音楽の学習は、クラスメートとともに実際にやってみて、試してみてこそ価値あるものとなり、 

 そうして感性が豊かになります。 

・音楽が、生涯ずっと、みなさんの心の支えとなり、生きていく力となることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、創

造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への 

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心をもち、歌唱、器楽、

創作、鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、歌唱、器楽、創

作の音楽表現を工夫

し、どのように歌う

か、演奏するか、音楽

をつくるかについて

の表現意図をもって

いる。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身に付

け、創造的に表して

いる。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、楽曲や演奏

を解釈したり、それ

らの価値を考えたり

して、音楽に対する

理解を深め、よさや

美しさを創造的に味

わって聴いている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

提出作品 

観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

題
材
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
豊
か
な
声
で
歌
お
う 

〔歌唱〕 

・発声練習 

・校歌 

・今、咲き誇る花たちよ 

・心の瞳 

○ ○ ○ ○ a:イメージを持って、主体的に

歌う学習に取り組もうとし

ている。 

b:音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きが生

み出す雰囲気や特質を感受

しながら、歌詞の内容と関わ

らせてどのように歌うか、表

現意図を持っている。 

c:表現したいことを伝えるた

めの技能を身につけている。 

d:歌詞の意味や旋律の美しさ

を味わいながら聴いている。    

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

ギ
タ
ー
に
挑
戦
し
て
み
よ
う 

〔器楽〕 

・ギター基礎練習 

・よろこびの歌 

・少年時代（2 重奏） 

○ ○ ○  a:ギターに関心を持ち、意欲的

に練習に取り組もうとしてい

る。 

b:楽曲にふさわしい音色でど

のように演奏するか、表現意図

をもっている。 

c:音楽を表現するための基本

的なギターの奏法を身につけ

ている。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

バ
イ
オ
リ
ン
を
演
奏
し
よ
う 

〔器楽〕 

・バイオリン基礎練習 

・きらきら星変奏曲 

○  ○  a:バイオリンに関心を持ち、意

欲的に練習に取り組もうとし

ている。 

c:音楽を表現するためのバイ

オリンの基本奏法を身につけ

ている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

２
学
期 

日
本
歌
曲
を
味
わ
っ
て
歌
唱
し
よ
う 

〔歌唱〕 

・この道 

・やしの実 

・浜辺の歌 

○ ○ ○  a:イメージを持って歌う学習

に主体的に取り組もうとして

いる。 

b:リズム、速度、旋律、強弱を

知覚し、曲の雰囲気を感じ取り

ながら、どのように歌うかにつ

いての表現意図を持っている。 

c:イメージを持って歌うため

の発音、発声法、読譜などの技

能を身につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



 

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
よ
う 

〔歌唱〕 

・合唱曲（群青） 

○ ○ ○  a:イメージを持って歌う学習

に主体的に取り組もうとして

いる。 

b:リズム、速度、旋律、強弱を

知覚し、曲の雰囲気を感じ取り

ながら、どのように歌うかにつ

いての表現意図を持っている。 

c:イメージを持って歌うため

の発音、発声法、読譜などの技

能を身につけている。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

コ
ー
ド
で
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
よ
う 

〔器楽〕 

・夢の中へ 

・カントリーロード 

・さくら 

○ ○ ○  a:コード演奏に関心を持ち、主

体的に練習に取り組もうとし

ている。 

b:コードの種類とそれぞれの

音の組み合わせを知覚し、音楽

を工夫して表現しようとして

いる。 

c:音楽を表現するためのコー

ド演奏の技術を身につけてい

る。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

美
し
い
音
色
を
奏
で
よ
う 

〔器楽〕 

・リコーダーで童謡を演奏 

 

○ ○ ○ ○ a:リコーダーに関心を持ち、主

体的に練習に取り組んでいる。 

b:楽曲の雰囲気を感じながら、

イメージに合う音色を出す工

夫をしている。 

c: 音楽を表現するための基本

的なリコーダーの奏法を身に

つけている。 

d:様々なオカリナ奏者の演奏

を通して、楽器が生み出す音色

の美しさや楽曲の雰囲気を味

わいながら聴いている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

交
響
曲
を
鑑
賞
し
よ
う 

〔鑑賞〕 

・交響曲第５番、第６番、第７

番、第９番（ベートーベン） 

 

 

○   ○ a:交響曲の特徴に関心を持ち、

鑑賞の学習に主体的に取り組

もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素

を知覚し、感受しながら、楽曲

のよさや美しさを味わって聴

いている。 

 

観察 

ワークシート 



 

ド
イ
ツ
語
の
歌
に
挑
戦
し
よ
う 

〔歌唱〕 

・野ばら（ウェルナー） 

・野ばら（シューベルト） 

・喜びの歌 

 

 

○ ○ ○ ○ a:ドイツ語の歌に関心を持ち、

歌唱活動に主体的に取り組も

うとしている。 

b:ドイツ音楽のよさを味わい、

雰囲気を感じながら、どのよう

に歌い上げるかの表現意図を

持っている。 

c:旋律やリズム、強弱を知覚

し、ドイツ語の発音、発声法な

ど、ドイツ語歌唱を表現するた

めの技術を身につけている。 

d:それぞれの曲のよさや美し

さを味わいながら聴いている。 

 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

３
学
期 

イ
タ
リ
ア
歌
曲
に
挑
戦
し
て
み
よ
う 

〔歌唱〕 

・caro mio ben 

 

 

○ ○ ○ ○ a:イタリア語の歌に関心を持

ち、歌唱活動に主体的に取り組

もうとしている。 

b:イタリア音楽のよさを味わ

い、雰囲気を感じながら、どの

ように歌い上げるかの表現意

図を持っている。 

c：旋律や強弱、リズムを知覚

し、イタリア語の発音や発声法

などの技術を身につけている。 

d:楽曲のよさや美しさを味わ

いながら聴いている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

日
本
の
音
階
で
旋
律
を
つ
く
ろ
う 

〔創作〕 

「民謡音階」「都節音階」「沖

縄音階」「律音階」から音階を

選択し、旋律を創作する 

○ ○ ○  a:日本の音階やその特徴に関

心を持ち、イメージを持って主

体的に創作学習に取り組んで

いる。 

b:それぞれの音階の特徴を知

覚し、雰囲気を感受しながら、

どのように音楽をつくるかに

ついて表現意図を持っている。 

c:イメージに沿った旋律やリ

ズムの組み合わせ方、記譜の仕

方など、創作に必要な技術を身

につけている。 

 

 

 

 

観察 

ワークシート

提出作品 



 

ギ
タ
ー
で
ポ
ッ
プ
ス
を
演
奏
し
よ
う 

〔器楽〕 

・空も飛べるはず（ギターコー

ド） 

・翼をください（ギターコード） 

○ ○ ○  a:ギター演奏に関心を持ち、主

体的に練習に取り組んでいる。 

b:日本のポップスのおもしろ

さや雰囲気を味わいながら、ど

のように演奏するかについて

の表現意図を持っている。 

c:音楽を表現するためのコー

ド演奏の技術を身につけてい

る。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

日
本
の
心
を
感
じ
な
が
ら
歌
唱
し
よ
う 

〔歌唱〕 

・早春賦 

 

 

○ ○ ○  a:日本の歌に関心を持ち、主体

的に歌唱活動に取り組もうと

している。 

b: リズム、速度、旋律、強弱

を知覚し、曲の雰囲気を感じ取

りながら、どのように歌うかに

ついての表現意図を持ってい

る。 

c:イメージを持って歌うため

の発音、発声法、読譜などの技

能を身につけている。 

 

 

 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度  b:音楽表現の創意工夫 

          c:音楽表現の技能       d:鑑賞の能力 

 

 

※ 原則として、「歌唱」「器楽」「創作」の分野は a，b，c の３観点で、「鑑賞」の分野は a，d の２観 

点で評価する。 

 

※ 年間を通して全ての観点について評価することとなるが、学習内容（題材）の各項目において重

点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 


